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からっ風通信 
群馬県大学図書館協議会会報 

当館は1階が閲覧室2室と雑誌コーナー、2階が

ラーニング・コモンズになっています。ラーニン

グ・コモンズでは自由に席を動かして利用可能で、

PCやプロジェクターの貸出もしていますが、今年度

は新型コロナ感染防止対策として机を1方向に固定

した普段とは全く違う配置になっています。 

閲覧室も借りる図書を選ぶ時のみ入室可能として

います。 

普段よりも利用学生が少ない図書館は閑散とした

寂しい雰囲気です。 

PHOTO SPOT 

関東学園大学 

松平記念図書館 
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トピックス 新型コロナウイルス感染症をめぐる主な動き 

 1月に中国で確認された新型コロナウイルスは、瞬く間に世界的な感染の広がりを見せ、私たちの生活にも大きな

影響を与えました。未だ終息しないこの歴史的な出来事の最中で、私たち図書館職員も日々試行錯誤しながら対

応に追われています。これまでの主な動きをまとめました。加盟館の対応については、次ページからのアンケート結

果をご覧ください。 

国の動き 群馬県の動き 
群馬県大学図書館協議会 

*群馬県図書館協会 

令和2年

（2020） 

1/16 国内初の感染者を発表 

 

2/27 安倍前首相が全国の小中高

校に3/2からの臨時休校を要請 

 

3/12 WHOがパンデミック認定 

3/24 東京オリンピック・パラリン

ピックの１年程度の延期を決定  

  

2/26 令和元年度総会のメール開

催および第２回研究会の中止につ

いて通知 

 

3/7 加盟館へ「新型コロナ対応状況

まとめ」を送付。以降、週1回程度

MLにて配信 

1～3月 

 

4/7 政府、緊急事態宣言を発令

（東京、神奈川、埼玉、千葉、大阪、

兵庫、福岡の7都府県対象） 

4/16 政府、緊急事態宣言を全国

に拡大 

 

 

4/17 新型インフルエンザ等対策

特別措置法に基づく「緊急事態措

置」を発令   4/18～実施 

 

 

 

4/21 *［県立図］協力車の巡回を一

時停止 

4月 

5/14 39県の緊急事態宣言を解除 

（群馬含む） 

5/21 大阪、京都、兵庫の関西3府

県の緊急事態宣言を解除（首都

圏、北海道は解除見送り） 

5/25 首都圏（東京、神奈川、埼

玉、千葉）と北海道の緊急事態宣言

を解除 

イベント・展示会制限「段階的緩和

の目安」4段階を発表 

5/14 緊急事態宣言が解除された

ことに伴い、群馬県の緊急事態措

置を終了。 

群馬県「社会経済活動再開に向け

たガイドライン」公開 

5/16  警戒度「4」から警戒度「3」に

引き下げ 

 

5/30 警戒度「3」から「2」に引き下

げ 

5/14 日本図書館協会「図書館にお

ける新型コロナウイルス感染拡大

予防ガイドライン」公表 （5/26更新

版） 

 

 

5/26 *［県立図］協力車の巡回が再

開 

5月 

6/5 文科省「大学等における新型コ

ロナウイルス感染症への対応ガイド

ライン」公表 

6/19  イベント開催制限を緩和 

都道府県またぐ移動の自粛要請を

全国で緩和  

新型コロナウイルス接触確認アプリ

（COCOA）リリース 

 

 

 

6/13 警戒度「１」へ引き下げ 

 

6/9 令和2年度会費を徴収しないこ

と、予算修正案を幹事館会議にて

承認 

 

 

 

 

 

6月 

 

 

 

 

 

 

 

7月 7/10 イベント開催制限を緩和 

 

7/22 Go To トラベルキャンペーン

開始（東京除く） 

 7/9  令和2年度第1回運営委員会

をオンライン（Zoom）開催 

7/30 *令和2年度図書館（室）職員

等初等研修「はじめの一歩」実施(4

月から延期) 

 

9/19 イベント開催制限を緩和（～

11/30） 

8/15 警戒度「２」へ引き上げ 

9/25 群馬県「社会経済活動再開

に向けたガイドライン（改訂版）」 

 8月 

9月 
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アンケート 各館の新型コロナウイルス対応状況について～集計編～ 

 緊急事態宣言に伴う大学の休講や閉鎖、外出自粛要請などにより、授業はほぼオンラインとなり、図書館がこれまでのよ

うに学びの場やサービスを提供することも困難となりました。このコロナ禍における群馬県大学図書館協議館加盟館の状

況や取り組みについてアンケートを実施しました。回答は2020年9月10日現在のものです。 

●アンケート実施期間：2020/8/25 ～ 2020/9/10 

●アンケート対象20機関／回答19機関 （複数の図書館を持つ大学も１機関として回答をまとめています） 

●設問はすべて複数回答可としました。また、個別の状況については各館のコメントを記載しましたが、個別の詳細な情報は省略

し、別途、機関別回答編［https://gdtk.lib.gunma-u.ac.jp/kaiho_pdf/No44-2.pdf］に掲載しました。 

コメント 

・自主的に3月中旬頃から一時閉館 

・緊急事態宣言下は県内在住の学内教職員のみ利用可 

・大学の入校規制に準じる形で、臨機応変に対応 

・大学の来校者対応に準じた 

・群馬県の警戒度2以下より利用制限をしつつ開館 

・教職員は無人開館で利用 

コメント 

・（郵送貸出）開館後も継続 

・（延長）対面授業開始まで 

・（延長）対面授業開始2週間後まで 

・（延長）30日間としたが、返せるときに返却すれば良いと指示 

・（延長）延滞ペナルティの免除 

・（ILL郵送）休館中は原則停止。教員経由で学生とやりとり 

・（ILL郵送）個別に依頼があった時のみ対応 

・（その他）入構制限中の館内資料複写代行、郵送（送料学生負

担） 

・（その他）開館後のILLは専用メールアドレスにて学生から受

付。到着文献は教員メールBOXに投函し、教員が学生とやり取り 

・緊急時の個別対応のみ 

コメント 

・（アクセス環境拡大）リモートアクセス機能を開放。一部機関か

ら無償提供されたリモートアクセス権を利用 

・（アクセス環境拡大）版元からサービス提供の連絡はあったが、

校内環境が対応できなかった 

・（ノートPC貸出）図書館のノートPCをすべて貸出用にするため

撤去 

・（その他）電子ブック試読サービスの実施 

・（その他）学生ポータルサイトにて、リモートアクセスの設定方法

を広報（ID/PW等） 

コメント 

・（資料をオンライン上に）図書館紹介動画をMoodleにアップ 

・（資料配付）便覧 

・（授業・ゼミ）通常の約80%の実施率 

・（授業・ゼミ）オンラインにて実施 

・（授業・ゼミ）初年次教育の講義内で実施 
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コメント 

・改修工事のため、臨時休館中 

・9月以降、隔週土曜に学外実習中の学生のみ入館受付 

・9/28～開館時間延長 

・大学の来校者対応に準じた 

コメント 

・（学外者）6/22～事前予約制 

・（学外者・学生・その他）大学の来校者対応に準じた 

・（事前予約・教職員）教職員は制限なしで利用 

・（事前予約・学生；解除後～6月頃）本科最終学年と専攻科生に

限定 

・（入館者数）入館者数のみ制限 

・（滞在時間；解除後～6月頃）目安は1時間 

・（滞在時間）館内読書、館内学習は禁止 

・（滞在時間）5/20～30分、6/22～1時間、8/19～3時間 

・（滞在時間）午前(10～13時)と午後(13～16時)の入替制 

・（その他）教員より入構許可がおりた学生に限り入館可 

・（その他）来館の際はマスク着用必須。不携帯の場合は、売店

にて購入。 

・（その他；解除後～6月頃）学籍番号で制限 

・（その他）緊急事態宣言時は閉館 

・（その他）大学の入校規制に準じる形で臨機応変に対応 

・（その他；緊急事態宣言時）学生、県外在住の教職員は入構制

限 

・（その他）4/2～返却のみ、4/10 14時～来所禁止、6/2～返却の

み、7/1～貸出・返却、8/1～閲覧9席で再開 

コメント 

・（返却図書の消毒）消毒機購入予定 

・（返却図書の消毒）消毒機を設置 

・（返却図書の消毒）消毒用アルコールで表面を拭き取り 

・（返却図書の消毒）AVケースのみ消毒 

・（返却図書の隔離）3日間（72時間） 

・（返却図書の隔離）1日置いてから配架 

・（授業・ゼミ）一部の学科のオンライン授業にPDFを掲載 

・（授業・ゼミ）教員へPDFを配付、授業で利用 

・（Web会議）希望のあったゼミのみ図書館員が授業内で担当 

・（時期や人数）コースによってできたりできなかったり差が生じた 

・（時期や人数）希望者に対してのみ実施 

・（その他）学生が各自で行うセルフツアーを実施 

・（その他）4月オリエンテーション時に教室に分散して放送で実施 

アンケート 各館の新型コロナウイルス対応状況について～集計編～（続き） 
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感染対策 

・利用者も職員もできるだけ負担なく感染予防対策を続けていけ

るよう、皆さんのお知恵を借りながら、工夫していきたい。 

・通常業務に加え、感染症対策のための業務が増えつつある。

後期は対面授業の開始も予定されており、負担が大きい。 

・感染防止のため短縮開館や座席の減席、利用時間の制限など

の利用制限を取らざるを得ないため、学生に対する十分な学習

環境が提供できておらず、今後の国家試験へ向けた学習などの

対応を学科の意見も踏まえて検討してく必要がある。 

 

電子リソース 

・元々校内のVPN等があまり充実しておらず、出版社等からサー

ビスの提供があっても利用できなかったのが残念。 

・今後の状況（オンライン講義中心となった場合など）を踏まえた

電子リソースの更なる整備の検討が必要となっている。（予算の

確保も含め） 

・後期もオンライン授業が決まっているため、データベース等の利

コメント 

・（展示）企画展示、ミニ企画展示を2ヶ月スパンで実施、後期は

1ヶ月スパンに戻す予定 

・（イベント）学生選書ツアー 

・（Web）特集コーナーを学生ポータルサイトと図書館HP上で紹介 

・（Web）学生WEB選書を実施予定 

・（Web）選書ツアー・ビブリオバトルはweb開催。展示はOPAC上

にブックリストを同時掲載 

・（Web）動画制作予定 

・（通常どおり）展示は通常どおり実施予定 

・（その他）展示、イベントの予定なし 

・（その他）通常時も展示、イベントは実施しない 

・（その他）未定 

コメント 

・（通常出勤）開館時間に合わせて出勤・退勤時間は変更、1日の

勤務時間は変更なし 

・（通常出勤）執務場所を割振り 

・（通常出勤）職員半数は別室にて勤務 

・（通常出勤）臨時職員はシフト勤務 

・（その他；緊急事態宣言時）一部職員は通常出勤の半分を日出

勤・在宅勤務 

・（その他）職免あり 

10．新型コロナ新型コロナ対応に関して、ご意見（困ってい

ること、新たなサービスの検討、日頃感じていること等） 

アンケート 

・（返却図書の隔離）半日～1日程度 

・（返却図書の隔離）2週間隔離 

・（返却図書の隔離）返却図書・閲覧図書に対し実施 

・（機器類消毒）ゼミ使用後は担当教員が消毒を実施 

・（機器類消毒）すべて使用停止 

・（閲覧席減席）8/1～9席で再開 

・（閲覧席減席）8/19～一部使用を認めている 

・（閲覧席減席）7月中旬から実施、継続中 

・（閲覧席減席）原則、一人1テーブル 

・（グループ学習室・共有スペース）一部許可を受けた個人、ゼミ

のみ使用を許可 

・（グループ学習室・共有スペース）ラーニングコモンズは一部可 

・（PCコーナー；7月以降）20席を8席に減席し使用再開 

・（座席指定制）併せて検温を実施 

・（座席指定制）利用した席番号を報告 

・（その他）ＰＣコーナーに飛沫防止用のパーテーションを設置 

・（その他）OPACは各自のスマートフォンで利用 

・（その他）個室閲覧席とAVブース利用停止 

各館の新型コロナウイルス対応状況について～集計編～（続き） 
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アンケート 各館の新型コロナウイルス対応状況について（続き） 

 用環境を向上させたいが、年度途中の予算がない。 

・本学では買い切りの電子書籍をコロナ以前より購入してきた

が、アクセス数があまり伸びなかった。今回のことで利用数が増

加したが、電子書籍のタイトル数を増やしたとして、オンライン授

業が終わった後も継続的に利用してもらえるか心配である。 
 
貸出・返却 

・来館者数減に伴い、図書貸出数が大幅に減少。 

・図書の貸出数が減り、返却本・新着本の配架に苦慮している。 

・昨年度からの延滞者が多数いるが、資料の回収ができるか心

配。 

 

図書選定 

・毎年学生のための図書推薦を教員に依頼しているが、教員もコ

ロナ対応で多忙なため、図書の選定が例年よりも大幅に遅れ

た。 

 

サービス再開 

・学外利用者の利用とDVD閲覧（AVブース）の利用再開に向け

て、サービス提供方法を検討中。 

 

学生の危機感の低さ 

・若い世代の危機感の低さが気になっている。（マスク未着、集団

で大声で会話をしながらの食事等、気になる行動が多く感じる。）

危機感を持たせるために、どのような上手な方法があるか知りた

い。 

・学生が学校に来るようになったが、危機感を抱いている様子が

あまり見受けられず、学校側と学生側のずれを感じる。 

 

学生アルバイト 

・平日の夜間開館を短縮して再開しているが、夜間担当のアルバ

イト学生がなかなか作業に慣れない様子なのが心配。 

（勤務の開始が７月からで、今年度からの新規アルバイト学生は

経験が浅く、またコロナ対策のため通常とは異なる作業も多いた

め） 当面は職員が閉館時まで残り、サポートを続けることで対応

の予定。 

・学生アルバイトを採用したが勤務不可のため時間外開館が出

来ない。 

 機関別のアンケート回答については、別途協議会

ホームページからご覧いただけます。 

https://gdtk.lib.gunma-u.ac.jp/kaiho_pdf/No44-2.pdf 

各館の新型コロナウイルス対応状況について～集計編～（続き） 
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編集後記  

 新型コロナウイルスの流行で、当たり前の日常がすっかり様変わりしてしまいました。感染予防対策に追われる日々に、

ストレスを抱えている方も多いと思います。当館では先月から、開館前にラジオ体操をしています。たった３分間ですが、

朝体を動かすと気持ちがスッキリします。第二波が心配されるこの冬ですが、免疫力を高めて乗り切りたいです。 


